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春
秋
時
代
の
周
王

二
七
（
二
七
）　

は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
私
は
、
春
秋
時
代
に
お
い
て
土
地
や
人
々
を
支
配
す

る
際
の
拠
り
ど
こ
ろ
、
い
わ
ゆ
る
統
治
権
の
実
態
を
探
る
べ
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
い
ず
れ
の
検
討
も

春
秋
と
い
う
時
代
の
特
徴
を
描
き
出
す
意
図
が
あ
っ
た
た
め
、
特

定
の
国
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
春
秋
各
国
全
般
を
対
象
に
分
析

し
て
き
た
が
、
春
秋
各
国
の
君
主
が
周
王
朝
の
諸
侯
で
あ
る
こ
と

に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
周
王
自
身
の
統
治
権
が
何
を
拠
り
ど
こ
ろ
と

し
、
ま
た
、
諸
侯
の
統
治
権
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
か
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
周
王
と
諸
侯
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
封
建
制
度
を
始
め
と
し
て
金
文
資
料
を
も

と
に
数
多
く
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
西
周
期
に
対
し）

（
（

、
春
秋
期

に
関
し
て
は
、
文
献
史
料
を
も
と
に
い
く
ら
か
分
析
が
な
さ
れ
、

私
自
身
も
少
し
は
言
及
し
て
き
た
が）

（
（

、
周
王
自
身
に
至
っ
て
は
そ

の
専
論
は
見
当
た
ら
ず
、
ど
ち
ら
も
い
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
春
秋
時
代
に
お
い
て
諸
侯
の

統
治
権
に
周
王
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
周
王

自
身
の
統
治
権
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
っ
た
点
を

分
析
し
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
結
論
と
こ
れ
ま
で
の
検
討
結

果
と
を
重
ね
合
わ
せ
、
春
秋
時
代
に
お
け
る
統
治
権
の
総
合
的
な

理
解
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

周
王
朝
に
関
す
る
分
析
で
あ
れ
ば
、
金
文
資
料
は
有
効
な
検
討

材
料
で
あ
り
、
春
秋
期
に
つ
い
て
も
、
春
秋
金
文
と
い
う
同
時
代

資
料
が
あ
る
も
の
の
、
周
王
と
諸
侯
と
の
関
係
は
そ
こ
か
ら
見
出

す
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
し
て
周
王
自
身
の
統
治
権
に
関
す
る
記
述

は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
史
料
と
し
て
は
春
秋
時
代
の
史
実

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
『
春
秋
左
氏
伝
』（
以
下
『
左

春
秋
時
代
の
周
王

　
　

─
そ
の
統
治
権
と
諸
侯
と
の
関
係
に
注
目
し
て

─
水　

野　
　
　

卓
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八
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伝
』
と
す
る
）
を
基
本
的
に
用
い
る
こ
と
と
し
、『
左
伝
』
か
ら

の
引
用
に
つ
い
て
は
史
料
名
を
省
略
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

『
左
伝
』
以
外
か
ら
の
引
用
の
場
合
は
そ
の
史
料
を
明
記
し
て
い

る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

一　

諸
侯
へ
の
干
渉

周
王
に
よ
る
諸
侯
の
統
治
権
へ
の
干
渉
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、

「〔
衛
の
〕
州
吁
、
未
だ
そ
の
民
を
和
す
る
こ
と
能
は
ず
。

厚
、
君
を
定
む
る
を
石
子
に
問
ふ
。
石
子
曰
く
、
王
覲き

ん

す

る
を
可
と
為
す
、
と
」（
隠
公
四
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
周
王
へ
の
謁
見
が
「
君
位
」
を
安
定
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
言
や
、

「
冬
、
王
（
桓
王
）、
虢
仲
に
命
じ
、
晋
の
哀
侯
の
弟
緡び

ん

を

晋
に
立
つ
」（
桓
公
八
年
）

「
王
（
僖
王
）、
虢
公
を
し
て
曲
沃
の
伯
に
命
じ
、
一
軍
を

以
て
晋
侯
と
為
さ
し
む
」（
荘
公
一
六
年
）

と
い
っ
た
よ
う
に
、
周
王
が
次
期
君
主
を
擁
立
し
て
い
る
記
事
が

あ
り）

3
（

、
こ
れ
ら
を
見
る
限
り
、
少
な
く
と
も
春
秋
の
初
め
こ
ろ
ま

で
は
、
周
王
と
い
う
存
在
が
諸
侯
の
統
治
権
に
と
っ
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

「
天
王
（
襄
王
）、
召
武
公
・
内
史
過
を
し
て
晋
侯
（
恵

公
）
に
命
を
賜た

ま

は
し
む
」（
僖
公
一
一
年
）

「
王
（
襄
王
）、
毛
伯
衛
を
し
て
来
た
り
て
公
（
魯
文
公
）

に
命
を
錫
は
し
む
」（
文
公
元
年
）

「
秋
、
召
の
桓
公
来
た
り
て
公
（
魯
成
公
）
に
命
を
賜
ふ
」

（
成
公
八
年
）

と
あ
る
よ
う
な
、
新
君
の
即
位
を
認
め
る
周
王
に
よ
る
「
錫

（
賜
）
命
」
と
い
う
行
為
も）

4
（

、
一
見
、
諸
侯
の
統
治
権
に
積
極
的

に
介
入
し
よ
う
と
す
る
周
王
の
姿
を
思
い
浮
か
ば
せ
る
も
の
だ
が
、

貝
塚
茂
樹
氏
が
「
西
周
で
は
叙
任
の
主
体
性
は
あ
く
ま
で
周
王
に

あ
っ
た
の
に
、
春
秋
で
は
王
の
主
体
性
が
弱
ま
り
、
被
任
命
者
で

あ
る
諸
侯
の
方
に
主
体
性
が
移
行
し
か
け
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ

る
」
と
指
摘
し
、
齋
藤
道
子
氏
も
「
周
室
か
ら
使
い
が
わ
ざ
わ
ざ

や
っ
て
き
て
命
を
与
え
る
と
こ
ろ
に
、
周
の
権
威
の
低
下
が
は
っ

き
り
と
現
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
周
王
の
影
響
力
が
低

下
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
事
例
と
さ
れ
て
い
る
点
は
注
意
し
て
お

い
て
よ
い
で
あ
ろ
う）

5
（

。
確
か
に
、

「
三
月
、
公
（
魯
成
公
）、
京
師
に
如ゆ

く
。
宣
伯
、
賜
を
欲

し
、
請
ひ
て
先ま

づ
使
ひ
す
。
王
（
簡
王
）、
行
人
の
礼
を

以
て
焉こ

れ

を
礼
す
」（
成
公
一
三
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
実
際
に
諸
侯
に
よ
っ
て
周
王
へ
の
謁
見
が
行
わ

れ
た
事
例
や
、



春
秋
時
代
の
周
王

二
九
（
二
九
）　

「
春
、
王
（
定
王
）、
来
た
り
て
聘
を
徴
せ
し
む
」 

（
宣
公
九
年
）

と
あ
る
よ
う
な
、
諸
侯
へ
の
要
求
を
行
う
周
王
の
姿
、
さ
ら
に
は
、

「
王
（
襄
王
）、
伯
服
・
游
孫
伯
を
し
て
鄭
に
如
き
て
滑
を

請
は
し
む
。
鄭
伯
（
文
公
）、
恵
王
の
入
り
て
厲
公
に
爵

を
与
へ
ざ
る
を
怨
み
、
又
た
襄
王
の
衛
・
滑
に
与く

み

す
る
を

怨
む
な
り
。
故
に
王
命
を
聴
か
ず
し
て
、
二
子
を
執と

ら

ふ
。

王
怒
り
、
将
に
狄
を
以
ゐ
て
鄭
を
伐
た
ん
と
す
。
富
辰
諌

め
て
曰
く
…
…
王
聴
か
ず
。
頽
叔
・
桃
子
を
し
て
狄
の
師

を
出
だ
さ
し
む
」（
僖
公
二
四
年
）

と
あ
る
よ
う
な
、
反
発
す
る
諸
侯
へ
の
討
伐
を
行
う
周
王
の
記
事

を
見
る
限
り
、
周
王
の
影
響
力
は
い
ま
だ
健
在
か
の
よ
う
だ
が
、

こ
れ
ら
の
記
事
に
見
え
る
時
期
を
最
後
に
周
王
の
積
極
的
な
諸
侯

国
へ
の
介
入
は
見
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る）

6
（

。
つ
ま
り
、
周
王
が

諸
侯
に
対
し
て
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
状
況
は
、
魯
の

僖
公
期
か
ら
成
公
期
に
か
け
て
次
第
に
な
く
な
っ
て
い
く
わ
け
だ

が
、
実
は
こ
れ
ま
で
の
諸
侯
の
統
治
権
に
関
す
る
検
討
に
お
い
て

も
、
私
は
僖
公
期
・
文
公
期
ご
ろ
を
境
に
変
化
が
起
こ
り
つ
つ
あ

る
と
指
摘
し
て
き
て
お
り）

7
（

、
周
王
朝
の
側
か
ら
見
て
も
、
ど
う
や

ら
こ
の
あ
た
り
の
時
期
が
周
王
と
諸
侯
と
の
関
係
の
一
つ
の
転
換

点
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

そ
こ
で
、
周
王
朝
の
影
響
力
が
な
く
な
っ
て
い
く
こ
の
時
期
に

何
が
起
こ
っ
て
い
た
か
を
見
て
み
る
と
、

斉
桓
公
在
位
：
荘
公
九
年
〜
僖
公
一
七
年

晋
文
公
在
位
：
僖
公
二
四
年
〜
僖
公
三
二
年

と
あ
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
覇
者
が
台
頭
し
始
め
ん
と
す
る
時
期
に

重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る）

8
（

。
こ
の
こ
と
も
周
王
朝
衰
退
の
一

因
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
る
が
、
も
し
周
王
朝
自
体
が
い
ま
だ
強
大

な
勢
力
を
保
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
覇
者
の
台
頭
も
難
し
か
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
や
は
り
、

「
王
（
恵
王
）、
召
伯
廖
を
し
て
斉
侯
（
桓
公
）
に
命
を
賜
は

し
む
」（
荘
公
二
七
年
）

「
襄
王
、
太
宰
文
公
と
内
史
興
を
し
て
晋
の
文
公
に
命
を
賜

は
し
む
」（『
国
語
』
周
語
上
）

と
あ
る
よ
う
に
、
斉
桓
公
や
晋
文
公
に
「
命
を
賜
ふ
」
と
い
っ
た
、

周
王
朝
の
側
に
も
覇
者
の
存
在
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

が
あ
っ
た
こ
と
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
こ
の
時

期
の
周
王
朝
内
部
の
事
情
を
探
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

こ
で
僖
公
期
以
降
の
周
王
朝
の
状
況
を
見
る
と
、
ま
ず
、

「
秋
、
頽
叔
・
桃
子
、
大
叔
を
奉
じ
て
、
狄
の
師
を
以ひ

き

ゐ
て

周
を
伐う

ち
、
大
い
に
周
の
師
を
敗や
ぶ

り
、
周
公
忌
父
・
原

伯
・
毛
伯
・
富
辰
を
獲と

ら

ふ
。
王
（
襄
王
）
出
で
て
鄭
に
適ゆ
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き
、
氾
に
処を

り
、
大
叔
、
隗
氏
を
以
ゐ
て
温
に
居を

り
」

（
僖
公
二
四
年
）

と
あ
る
よ
う
な
、
大
叔
（
王
子
帯
）
の
反
乱
が
目
に
つ
く
。
実
は
、

こ
の
反
乱
の
前
後
を
見
る
と
、

「
春
、
斉
侯
（
桓
公
）、
仲
孫
湫
を
し
て
周
に
聘
し
、
且
つ

王
子
帯
を
言
は
し
む
…
…
秋
、
戎
の
難
の
為
の
故
に
、
諸

侯
、
周
を
戍ま

も

る
。
斉
の
仲
孫
湫
、
之
を
致い
た

す
」 

（
僖
公
一
三
年
）

「
三
月
甲
辰
、〔
晋
文
公
、〕
陽
樊
に
次や

ど

り
、
右
師
、
温
を
囲

み
、
左
師
、
王
を
逆む

か

ふ
。
夏
四
月
丁
巳
、
王
、
王
城
に
入

り
、
大
叔
を
温
に
取と

ら

へ
て
、
之
を
隰
城
に
殺
す
」 

（
僖
公
二
五
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
斉
桓
公
・
晋
文
公
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
覇
者
が

周
の
内
乱
の
平
定
に
奔
走
し
て
お
り
、
特
に
、
晋
の
文
公
に
関
し

て
は
、
大
叔
（
王
子
帯
）
が
殺
害
さ
れ
た
翌
日
に
、

「〔
四
月
〕
戊
午
、
晋
侯
（
文
公
）、
王
（
襄
王
）
に
朝
す
。

王
、
饗
し
て
醴れ

い

あ
り
。
之
に
宥
を
命
ず
。
隧
を
請
ふ
。
許

さ
ず
。〔
周
の
襄
王
〕
曰
く
、
王
章
な
り
。
未
だ
代
徳
有

ら
ず
し
て
、
二
王
有
る
は
、
亦
た
叔
父
の
悪に

く

む
所
な
ら
ん
、

と
」（
僖
公
二
五
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
周
王
と
同
等
の
権
限
を
要
求
す
る
と
い
っ
た
、

諸
侯
が
周
王
を
凌
駕
し
か
ね
な
い
状
況
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
さ
に
力
を
つ
け
て
き
た
覇
者
の
さ
ら
な
る
台
頭
を
周
王
朝

の
内
乱
が
後
押
し
し
た
形
、
言
い
換
え
れ
ば
、
周
王
朝
の
内
乱
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
覇
者
の
勢
力
が
増
大
し
て
い
っ
た
状
況
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
王
子
帯
の
反
乱
以
前
に
も
周
王
朝
内
部
で
は
い
く
つ
か
反

乱
が
起
こ
っ
て
お
り
、
例
え
ば
『
国
語
』
鄭
語
に
、

「
幽
王
八
年
に
し
て
〔
鄭
の
〕
桓
公
司
徒
と
為
り
、
九
年
に

し
て
王
室
始
め
て
騒み

だ

れ
、
十
一
年
に
し
て
斃た
ふ

る
。
平
王
の

末
に
及
び
て
、
秦
晋
斉
楚
代
々
興
る
」

と
あ
る
よ
う
に
、
西
周
末
期
に
起
き
た
王
朝
内
の
「
騒
」、
す
な

わ
ち
近
年
の
出
土
資
料
で
あ
る
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
』（
以

下
『
清
華
簡
』
と
す
る
）
の
「
繋
年
」
に
、

「
邦
君
・
諸
正
乃
ち
幽
王
の
弟
余
臣
を
虢
に
立
つ
。
是
れ
攜

恵
王
な
り
。
立
ち
て
二
十
又
一
年
、
晋
の
文
侯
仇
乃
ち
恵

王
を
虢
に
殺
す
。
周
の
王
亡
き
こ
と
九
年
、
邦
君
・
諸
侯
、

焉こ
こ

に
始
め
て
周
に
朝
せ
ず
」（
第
二
章
）

と
あ
る
よ
う
な）

9
（

、
周
王
朝
内
の
反
乱
に
よ
っ
て
周
王
に
対
す
る
諸

侯
の
離
反
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
王
子
帯
の
反
乱
だ
け
が
周
王
朝
衰
退
の
主
た
る
要

因
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
王
朝
内
の
反
乱
が
周
王

（
三
〇
）　



春
秋
時
代
の
周
王

三
一

Ⅲ
〈

襄
王
期
の
王
子
帯
に
よ
る
反
乱
〉（
僖
公
一
一
〜
二
八
年
）

Ⅳ
〈

景
王
期
の
儋
括
に
よ
る
佞
夫
の
擁
立
〉（
襄
公
三
〇
年
）

Ⅴ
〈

悼
王
・
敬
王
期
の
王
子
朝
に
よ
る
反
乱
〉

（
昭
公
二
二
〜
二
六
年
）

こ
れ
ら
五
つ
の
反
乱
の
う
ち
、
氏
は
経
緯
を
比
較
的
詳
細
に
た

ど
る
こ
と
の
で
き
る
三
つ
の
反
乱
（
Ⅱ
王
子
頽
・
Ⅲ
王
子
帯
・
Ⅴ

王
子
朝
）
を
取
り
上
げ
分
析
し
て
い
る
が）

（（
（

、
本
稿
で
は
統
治
権
に

関
わ
る
事
柄
に
注
目
し
な
が
ら
、
上
記
の
五
つ
の
反
乱
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
Ⅰ
〈
周
公
黒
肩
の
王
子
克
擁
立
〉
に
関
し
て
は
、

「
周
公
、
荘
王
を
弑
し
て
王
子
克
を
立
て
ん
と
欲
す
。
辛

伯
、
王
に
告
ぐ
。
遂
に
王
と
周
公
黒
肩
を
殺
す
。
王
子
克
、

燕
に
奔は

し

る
」（
桓
公
一
八
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
現
王
で
あ
る
荘
王
を
殺
害
し
た
上
で
王
子
克
を

「
立
」
し
よ
う
と
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、
Ⅱ
〈
王
子
頽

の
反
乱
〉
を
見
る
と
、

「
秋
、
五
大
夫
、
子
頽
を
奉
じ
て
以
て
王
（
恵
王
）
を
伐
つ
。

克か

た
ず
し
て
温
に
出
奔
す
。
蘇
子
、
子
頽
を
奉
じ
て
以
て

衛
に
奔
る
。
衛
の
師
・
燕
の
師
、
周
を
伐
つ
。
冬
、
子
頽

を
立
つ
」（
荘
公
一
九
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
現
王
で
あ
る
恵
王
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
王

朝
の
影
響
力
を
衰
退
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
は
指
摘
で
き
よ
う
。
だ

と
す
れ
ば
、
春
秋
時
代
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
反
乱
を
検
討

す
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
節
を
変
え

て
考
え
て
み
よ
う
。

二　

周
王
朝
の
内
乱

前
節
で
は
、
王
子
帯
の
反
乱
か
ら
、
周
王
朝
衰
退
の
一
因
が
王

朝
内
部
の
反
乱
に
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
わ
け
だ
が
、
内
乱
を

探
る
と
い
う
こ
と
は
、
周
王
の
統
治
権
を
解
明
す
る
た
め
の
重
要

な
手
が
か
り
と
な
る
。
と
い
う
の
も
、
反
乱
の
な
か
に
は
現
王
に

代
わ
っ
て
王
位
に
つ
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
王
位
を
狙
う
反
乱
を
起
こ
し
た
者
が
何
を
目
指
す
か
が
明

ら
か
に
な
れ
ば
、
現
王
の
有
す
る
統
治
権
の
根
源
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る）

（（
（

。
春
秋
期
に
お
け
る
周
王
朝

の
内
乱
に
関
し
て
は
、
松
井
嘉
德
氏
が
「
分
裂
す
る
王
室
」
を
検

討
す
る
際
に
言
及
し
て
お
り
、
そ
れ
を
も
と
に
分
類
し
た
も
の
が
、

左
の
一
覧
で
あ
る
。

Ⅰ
〈

荘
王
期
の
周
公
黒
肩
に
よ
る
王
子
克
の
擁
立
〉

（
桓
公
一
八
年
）

Ⅱ
〈

恵
王
期
の
王
子
頽た
い

に
よ
る
反
乱
〉

（
荘
公
一
九
〜
二
一
年
）

（
三
一
）　
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子
頽
の
「
立
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
以
前
私
は
諸
侯
の
即
位
に
つ

い
て
検
討
し
た
際
、「
立
」
と
は
他
者
に
よ
る
擁
立
を
意
味
す
る

も
の
で
、
新
君
と
な
る
た
め
の
最
初
の
段
階
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
お
り）

12
（

、
そ
の
後
、「
即
位
」「
葬
」
と
い
っ
た
段
階
を
経

る
必
要
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
記
事
を
見
る
限
り
、
新

王
と
し
て
認
め
ら
れ
る
最
初
の
段
階
と
し
て
の
「
立
」
が
、
現
王

の
存
在
を
無
視
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。こ

の
二
つ
の
記
事
か
ら
、
ま
ず
Ⅰ
〈
王
子
克
擁
立
〉
の
時
点
で

は
、
前
王
の
殺
害
を
前
提
と
し
た
上
で
、
新
王
の
擁
立
が
企
図
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
に
、
周
王
自
身
に
統
治
権
が
集
約
さ

れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
こ
の
魯
の
桓
公
期
た
る
春

秋
初
期
と
い
う
時
期
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
松
井
氏
が
西
周
期
の

周
王
の
所
在
を
検
討
す
る
な
か
で
、「
王
朝
の
中
心
は
、
あ
る
特

定
の
地
に
そ
の
属
性
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
文

王
・
武
王
以
来
の
正
統
性
を
引
き
継
い
だ
現
し
身
の
周
王
自
身
が

体
現
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
こ
と
と
も
合
致
す
る

も
の
で
あ
り）

（（
（

、
春
秋
の
初
め
こ
ろ
ま
で
は
、
こ
の
よ
う
な
西
周
期

の
周
王
の
性
格
が
引
き
続
い
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、

Ⅱ
〈
王
子
頽
の
反
乱
〉
の
時
に
な
る
と
、
現
王
健
在
の
ま
ま
新
王

が
「
立
」
さ
れ
る
状
況
が
起
こ
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
周
王
自

身
に
統
治
権
が
集
約
さ
れ
て
い
た
状
況
が
変
化
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
よ
う
。
と
い
う
の
も
、
Ⅱ
〈
王
子
頽
の
反
乱
〉
に
関
す
る
、

「
春
、
鄭
伯
（
厲
公
）、
王
室
を
和
せ
ん
と
し
て
克あ

た

は
ず
。

燕
の
仲
父
を
執
ふ
。
夏
、
鄭
伯
、
遂
に
王
（
恵
王
）
を
以

て
帰
る
。
王
、
櫟
に
処を

り
。
秋
、
王
、
鄭
伯
と
鄔う

に
入
る
。

遂
に
成
周
に
入
り
、
其
の
宝
器
を
取
り
て
還か

え

る
」 

（
荘
公
二
〇
年
）

と
い
う
記
事
に
お
い
て
、
現
王
で
あ
る
恵
王
が
成
周
か
ら
わ
ざ
わ

ざ
「
宝
器
」
な
る
も
の
を
持
ち
出
す
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
は
注
目

で
き
る
。
私
は
以
前
『
左
伝
』
に
見
え
る
「
器
」
の
検
討
を
通
し

て
、
そ
れ
が
天
命
の
象
徴
で
あ
り
、
君
主
に
集
約
さ
れ
て
い
た
統

治
権
が
次
第
に
変
化
し
、「
器
」
が
そ
の
一
翼
を
担
う
よ
う
に
な

る
点
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る）

14
（

。
こ
の
時
の
検
討
は
諸
侯
に
関
す

る
も
の
だ
が
、「
器
」
が
本
来
周
王
を
媒
介
と
し
て
与
え
ら
れ
た

天
命
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
は
、
西
周
期
の
周
王
の
即
位
儀
礼
を
参

考
に
見
出
し
た
も
の
で
あ
り）

15
（

、
そ
の
際
に
注
で
は
あ
る
が
、
こ
の

荘
公
二
〇
年
の
記
事
に
見
え
る
宝
器
に
つ
い
て
も
、
統
治
権
の
一

端
を
担
っ
て
い
た
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

周
王
に
集
約
さ
れ
て
い
た
統
治
権
の
比
重
が
、
次
第
に
「
器
」
な

ど
他
の
も
の
に
移
っ
て
い
く
状
況
が
起
こ
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は

可
能
性
と
し
て
あ
り
う
る
と
言
え
よ
う
。

（
三
二
）　
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こ
の
よ
う
に
周
王
朝
内
の
反
乱
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
こ
れ
ま

で
の
諸
侯
の
統
治
権
に
関
す
る
検
討
で
見
出
し
た
よ
う
な
、
君
主

に
統
治
権
が
集
約
さ
れ
て
い
る
状
況
か
ら
君
主
の
存
在
自
体
が
そ

れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
く
変
化
や
、
統
治
権
の
一
端
を

担
う
「
器
」
な
る
も
の
の
存
在
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
時
代
が
下
っ
た
Ⅴ
〈
王
子
朝
の
反
乱
〉
で
は
、

「
八
月
丁
酉
、
南
宮
極
震
す
。
萇
弘
、
劉
の
文
公
に
謂
ひ
て

曰
く
、
君
、
其
れ
之
を
勉
め
よ
。
先
君
の
力
済な

す
可
き
な

り
。
周
の
亡
ぶ
る
や
、
其
の
三
川
震
す
。
今
、
西
王
の
大

臣
も
又
た
震
す
。
天
、
之
を
棄
つ
る
な
り
。
東
王
、
必
ず

大
い
に
克か

た
ん
、
と
」（
昭
公
二
三
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
西
王
・
東
王
と
い
う
二
人
の
周
王
が
並
立
し
て

い
る
と
い
う
発
言
が
見
ら
れ
、
こ
の
時
点
で
二
人
の
周
王
が
存
在

し
て
い
る
状
況
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
前
節
で

も
挙
げ
た
『
清
華
簡
』「
繋
年
」
や
他
に
『
竹
書
紀
年
』
な
ど
で

も
、
西
周
末
期
に
お
け
る
周
王
の
並
立
を
伝
え
る
記
事
は
見
ら
れ

る
が）

16
（

、
東
周
王
朝
少
な
く
と
も
春
秋
期
の
周
王
朝
に
な
っ
て
か
ら

周
王
が
並
立
す
る
状
況
は
、
こ
こ
を
除
い
て
見
ら
れ
な
い）

17
（

。
そ
も

そ
も
周
王
自
身
に
統
治
権
が
集
約
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
並
立
と

い
う
状
況
は
あ
り
得
な
い
も
の
で
、
こ
れ
は
周
王
の
統
治
権
の
変

化
を
探
る
意
味
で
も
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三　

二
人
の
周
王

二
人
の
周
王
が
並
び
立
っ
た
王
子
朝
の
乱
に
つ
い
て
は
、
先
ほ

ど
も
挙
げ
た
松
井
氏
が
『
春
秋
』
の
記
事
を
時
系
列
に
並
べ
、
特

に
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
い
る
が）

（（
（

、
こ
れ
を
も
と
に
『
春
秋
』
と

『
左
伝
』
の
記
事
を
年
月
ご
と
に
区
切
っ
て
並
べ
た
も
の
が
末
尾

表
で
あ
る
。
こ
の
表
を
参
考
に
周
王
の
統
治
権
と
い
う
観
点
か
ら

王
子
朝
の
乱
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
な
お
、
本
節
以
降
の

王
子
朝
の
乱
に
関
連
す
る
『
春
秋
』『
左
伝
』
引
用
の
文
に
関
し

て
は
、
末
尾
表
の
記
事
ご
と
に
つ
け
た
通
し
番
号
を
記
事
年
と
と

も
に
記
す
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
こ
の
乱
で
並
立
し
た
二
人
の
王
と
は
、
西
王
た
る
王
子

朝
と
東
王
た
る
敬
王
（
王
子
匄
）
を
指
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ

も
そ
も
こ
の
反
乱
は
、

「〔
六
月
〕
丁
巳
、
景
王
を
葬
る
。
王
子
朝
、
旧
官
百
工
の

職
秩
を
喪う

し
なひ
し
者
と
、
霊
・
景
の
族
と
に
因よ

り
て
以
て
乱

を
作な

し
、
郊
・
要
・
餞
の
甲
を
帥ひ
き

ゐ
て
、
以
て
劉
子
を
逐お

ふ
」（
昭
公
二
二
年
④
）

と
あ
る
よ
う
に
、
先
代
の
景
王
死
去
の
際
の
後
継
者
争
い
に
端
を

発
す
る
も
の
で
、
当
初
は
景
王
を
継
い
だ
悼
王
（
＝
王
子
猛
）
側

（
単
子
や
劉
子
な
ど
）
と
王
子
朝
側
（
王
子
還
や
王
子
処
な
ど
）

（
三
三
）　
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と
の
争
い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

「
十
一
月
乙
酉
、
王
子
猛
卒
す
。
喪
を
成
さ
ざ
る
な
り
。
己

丑
、
敬
王
即
位
し
、
子
旅
氏
に
館
す
」 

（
昭
公
二
二
年
⑧
）

と
あ
る
よ
う
に
、
悼
王
が
死
去
し
て
敬
王
が
「
即
位
」
し
た
こ
と

で
、
こ
こ
に
敬
王
対
王
子
朝
と
い
う
構
図
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で

あ
る
。
以
前
、
諸
侯
の
即
位
を
検
討
し
た
際
に
、
新
君
の
誕
生
に

は
擁
立
を
意
味
す
る
「
立
」
に
続
い
て
、
祖
先
に
よ
る
承
認
を
意

味
す
る
「
即
位
」
と
い
う
儀
式
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
お
り）

19
（

、
そ
の
意
味
で
「
即
位
」
の
記
述
が
あ
る
敬
王
が

「
王
」
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
と
も
合
致
す

る
。
一
方
、
王
子
朝
に
つ
い
て
は
、

「
天
王
（
敬
王
）、
狄
泉
に
居を

り
。
尹
氏
、
王
子
朝
を
立

つ
」（
昭
公
二
三
年
経
⑧
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
立
」
が
行
わ
れ
て
お
り
、「
即
位
」
や
「
葬
」

の
記
載
は
な
い
も
の
の
、
何
ら
か
の
形
で
祖
先
に
よ
る
承
認
が
行

わ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
前
節
で
挙
げ
た
昭
公
二
三
年
の
記
事
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、「
王
」
と
認
識
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、

王
子
朝
は
ど
の
よ
う
に
祖
先
と
の
関
わ
り
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
も
そ
も
王
子
朝
の
「
立
」
に
つ
い
て
は
、
反
旗
を
翻
し
た

上
述
の
昭
公
二
二
年
④
の
時
点
で
行
わ
れ
て
も
よ
い
は
ず
だ
が
、

年
が
明
け
た
昭
公
二
三
年
経
⑧
の
時
点
で
よ
う
や
く
「
立
」
が
行

わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
疑
問
を
解
く
カ
ギ
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
王
子
朝
の
「
立
」
に
関
連
し
て
、『
史
記
』
周
本
紀
に
は
、

「
敬
王
元
年
、
晋
人
、
敬
王
を
入
れ
ん
と
す
る
も
、
子
朝
自

立
し
、
敬
王
入
る
を
得
ず
。
沢
に
居
り
」

と
い
う
記
述
が
あ
り
、「
自
立
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
人
に
よ

る
擁
立
で
は
な
い
可
能
性
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
何
よ
り
、
王
子

朝
が
「
自
立
」
し
た
こ
と
で
、
敬
王
が
「
入
る
を
得
ず
」
と
い
う

状
況
に
な
っ
て
い
る
点
は
注
目
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
王
子
朝
が

「
立
」
し
た
と
さ
れ
る
昭
公
二
三
年
経
⑧
に
対
応
す
る
『
左
伝
』

を
見
て
み
る
と
、

「
六
月
壬
午
、
王
子
朝
、
尹
氏
に
入
る
。
癸
未
、
尹
圉
、
劉

佗
を
誘あ

ざ
むき
て
之
を
殺
す
。
丙
戌
、
単
子
は
阪
道
よ
り
し
、

劉
子
は
尹
道
よ
り
し
て
、
尹
を
伐
つ
。
単
子
先ま

づ
至
り
て

敗や
ぶ

ら
る
。
劉
子
還か
え

る
。
己
丑
、
召
伯
奐
・
南
宮
極
、
成
周

の
人
を
以ひ

き

ゐ
て
尹
を
戍ま
も

る
。
庚
寅
、
単
子
・
劉
子
・
樊
斉
、

王
を
以
ゐ
て
劉
に
如ゆ

く
。
甲
午
、
王
子
朝
、
王
城
に
入

り
、
左
巷
に
次や

ど

る
」（
昭
公
二
三
年
⑬
）

と
あ
る
よ
う
に
、
王
子
朝
は
「
立
」
す
る
際
に
「
王
城
」
に
入
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
の
敬
王
に
関
し
て
も
、

「
秋
、
劉
子
・
単
子
、
王
猛
を
以
ゐ
て
王
城
に
入
る
」

（
三
四
）　
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（
昭
公
二
二
年
経
⑤
）

「
冬
、
十
月
丁
巳
、
晋
の
籍
談
・
荀
躒れ

き

、
九
州
の
戎
と
焦
・

瑕
・
温
・
原
の
師
と
を
帥ひ

き

ゐ
て
、
以
て
王
（
悼
王
）
を

王
城
に
納い

る
」（
昭
公
二
二
年
⑦
）

と
あ
る
よ
う
に
、
前
王
で
あ
る
悼
王
（
王
子
猛
）
が
「
王
城
」
に

入
り
、
そ
の
後
、
先
に
挙
げ
た
昭
公
二
二
年
⑧
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
悼
王
が
死
去
し
た
こ
と
を
う
け
て
敬
王
が
「
即
位
」
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
敬
王
が
「
即
位
」
し
た
後
の
所
在
地
で
あ
る
「
子

旅
氏
」
に
つ
い
て
、
後
代
の
解
釈
な
が
ら
、
杜
注
に
「
子
旅
は
周

の
大
夫
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
「
王
城
」
内
に
そ
の

館
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
敬
王
は
「
即

位
」
の
時
点
で
「
王
城
」
に
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
後

は
前
述
の
『
史
記
』
周
本
紀
に
「
沢
に
居
り
」
と
あ
り
、
ま
た
、

「〔
六
月
〕
庚
寅
、
単
子
・
劉
子
・
樊
斉
、
王
を
以
ゐ
て
劉

に
如
く
」（
昭
公
二
三
年
⑬
）

と
あ
る
よ
う
に
、
敬
王
が
「
王
城
」
外
に
出
て
し
ま
っ
た
た
め
、

王
子
朝
が
「
王
城
」
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、

「
夏
、
黄
父
に
会
す
る
は
、
王
室
を
謀
る
な
り
。
趙
簡
子
、

諸
侯
の
大
夫
を
し
て
王
（
敬
王
）
に
粟
を
輸い

た

し
、
戍じ
ゅ

人
を

具
へ
し
め
て
曰
く
、
明
年
、
将
に
王
を
納
れ
ん
と
す
、
と

…
…
」（
昭
公
二
五
年
⑳
）

　

杜
注
「
王
を
王
城
に
納
る
な
り
」

「〔
七
月
〕
辛
巳
、
王
、
滑
に
次
る
。
晋
の
知
躒
・
趙
鞅
、

師
を
帥
ゐ
て
王
（
敬
王
）
を
納
れ
ん
と
し
、
女
寛
を
し
て

闕
塞
を
守
ら
し
む
」（
昭
公
二
六
年
㉔
）

と
あ
る
よ
う
に
、
晋
を
は
じ
め
と
す
る
諸
侯
が
敬
王
を
「
王
城
」

に
い
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
王
子
朝
の
乱
で
は
、

「
王
城
」
に
い
る
こ
と
が
、
周
王
で
あ
る
こ
と
の
一
つ
の
要
件
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

で
は
、「
王
城
」
に
い
る
こ
と
に
い
か
な
る
意
味
が
あ
っ
た
の

か
。
そ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、

「〔
六
月
〕
壬
戌
、
劉
子
、
揚
に
奔は

し

る
。
単
子
、
悼
王
を

荘
宮
に
逆む
か

へ
て
以
て
帰
る
。
王
子
還
、
夜
に
王
を
取
り

て
以
て
荘
宮
に
如
く
」（
昭
公
二
二
年
④
）

と
い
う
記
事
に
見
え
る
「
荘
宮
」
と
い
う
存
在
で
あ
る
。
実
は
、

「〔
六
月
〕
甲
午
、
王
子
朝
、
王
城
に
入
り
、
左
巷
に
次

る
」（
昭
公
二
三
年
⑬
）

「
秋
、
七
月
戊
申
、
鄩
羅
、
諸こ

れ

（
王
子
朝
）
を
荘
宮
に
納

る
」（
昭
公
二
三
年
⑭
）

と
あ
る
よ
う
に
、
王
子
朝
に
つ
い
て
は
、「
王
城
」
に
入
っ
た
後
、

「
荘
宮
」
に
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
敬
王
に
つ
い
て
も
、
王
子

朝
が
楚
に
出
奔
し
、
内
乱
が
終
結
し
た
段
階
で
、

（
三
五
）　
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「〔
十
一
月
〕
癸
酉
、
王
（
敬
王
）、
成
周
に
入
る
。
甲
戌
、

襄
宮
に
盟
す
。
晋
の
師
、
成
公
般
を
し
て
周
を
戍ま

も

ら
し
め

て
還か

え

る
」（
昭
公
二
六
年
㉖
）

「
十
二
月
癸
未
、
王
、
荘
宮
に
入
る
」（
昭
公
二
六
年
㉗
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
荘
宮
」
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た

だ
し
、
こ
こ
で
は
「
王
城
」
の
語
が
見
え
ず
、
代
わ
り
に
「
成

周
」
に
入
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
成
周
」「
王

城
」
の
同
地
説
・
両
地
説
の
議
論
に
関
わ
っ
て
く
る
わ
け
だ
が）

20
（

、

同
地
説
を
採
っ
た
場
合
で
は
「
王
城
」
に
入
っ
て
い
る
こ
と
に
も

な
る
た
め
問
題
は
な
い
。
ま
た
両
地
説
で
あ
っ
て
も
、
一
一
月
癸

酉
に
「
成
周
」
に
入
り
、
一
二
月
癸
未
に
「
荘
宮
」
に
入
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
成
周
」
か
ら
「
王
城
」
に
あ
る
「
荘

宮
」
に
一
カ
月
余
り
の
間
に
移
動
し
た
と
見
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
荘
宮
」
が
「
王
城
」
に
あ
っ
た
可
能
性

は
高
く
、
こ
の
「
荘
宮
」
と
い
う
場
に
「
王
城
」
に
い
る
こ
と
の

意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
王
子
朝
の
乱
に
お
け
る
「
荘
宮
」
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
氏

が
「
同
様
の
状
況
に
あ
っ
た
祖
先
の
王
（
公
）
あ
る
い
は
そ
の
行

為
を
は
じ
め
て
行
っ
た
王
（
公
）
の
廟
が
選
ば
れ
て
い
る
」
と
し
、

「
王
子
朝
の
乱
の
時
に
王
や
王
子
朝
の
居
場
所
と
し
て
、
ま
た
朝

の
場
所
と
し
て
『
荘
宮
』
が
出
て
く
る
の
は
、
悼
王
・
敬
王
・
王

子
朝
が
同
じ
景
王
の
子
供
で
あ
り
、
い
わ
ば
兄
弟
間
で
の
王
位
を

巡
る
争
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
決
し
て
偶
然
で
は
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
兄
弟
間
の
王
位
を
巡
る
争

い
の
勝
利
者
で
あ
る
荘
王
は
ま
さ
に
望
ま
し
い
先
例
で
あ
っ
た
ろ

う
」
と
し
た
上
で
、「
嗣
君
が
始
祖
と
同
じ
場
に
共
在
す
る
こ
と

で
始
祖
に
よ
っ
て
嗣
君
は
新
君
と
な
る
の
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の

新
君
は
『
型
版
』
で
あ
る
始
祖
そ
の
も
の
で
も
あ
る
、
と
考
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
敬
王
が
荘
宮
に
朝
し
た
こ
と
に
よ
り
、

敬
王
は
荘
王
の
「
写
像
」
す
な
わ
ち
荘
王
そ
の
も
の
と
見
な
さ
れ

た
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば）

（（
（

、
王
位
を
巡
る
争
い
に
勝

利
し
た
敬
王
は
、
荘
王
と
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
正
式
な
周

王
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
と
思
わ
れ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
王
子
朝
に
つ
い
て
も
、「
王
城
」
に
あ
る
「
荘

宮
」
に
入
っ
た
後
、「
荘
宮
」
に
て
祖
先
（
荘
王
）
と
一
体
化
し

た
こ
と
で
西
王
と
認
識
さ
れ
た
可
能
性
は
高
く）

（（
（

、
そ
れ
ゆ
え
、
王

子
朝
の
乱
に
お
い
て
二
人
の
周
王
は
「
王
城
」
に
入
る
こ
と
を
求

め
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
周
王
朝
内
で
起
こ
っ
た
反
乱
と

い
う
特
殊
な
事
情
で
あ
る
こ
と
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
平
時
で

あ
れ
ば
諸
侯
即
位
の
際
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、「
立
」「
即

位
」「
葬
」
と
い
う
段
階
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
周
王
と
し
て
認

め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
王
位
を
争
う
二
人
の
人
物
が

（
三
六
）　
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共
通
し
て
特
定
の
祖
先
と
の
一
体
化
を
目
指
し
、
特
に
最
終
的
な

勝
利
者
た
る
敬
王
が
荘
王
と
の
一
体
化
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
諸
侯
の
例
な
が
ら
、
君
主
殺
害
と
い
う
異
常
事
態
の
中
で
即
位

し
た
君
主
が
、
祖
先
を
祀
る
廟
に
「
朝
」
し
て
い
る
事
例
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば）

（（
（

、
少
な
く
と
も
王
子
朝
の
乱
の
よ
う
な
非

常
事
態
に
お
け
る
周
王
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
特
定
の
祖
先

祭
祀
を
行
い
、
そ
の
特
定
の
祖
先
と
一
体
化
す
る
こ
と
が
、
周
王

た
り
う
る
要
件
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四　

周
王
と
祖
先

前
節
で
は
、「
王
城
」
に
お
い
て
特
定
の
祖
先
と
の
一
体
化
を

目
的
と
し
た
祖
先
祭
祀
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
非
常
時
に
お
け
る

周
王
が
周
王
た
り
え
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
わ
け
だ
が
、
た
だ
一

つ
気
に
な
る
点
が
あ
る
。
王
子
朝
が
「
立
」
し
た
際
に
、

「
天
王
（
敬
王
）、
狄
泉
に
居を

り
。
尹
氏
、
王
子
朝
を
立

つ
」（
昭
公
二
三
年
経
⑧
）

と
あ
る
よ
う
に
、
敬
王
は
狄
泉
と
い
う
場
に
お
り）

24
（

、
周
王
の
統
治

権
に
と
っ
て
重
要
な
場
と
考
え
ら
れ
る
「
王
城
」
に
は
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
敬
王
は
「
王
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま

た
、
敬
王
の
先
代
の
悼
王
に
関
し
て
も
、

「
劉
子
・
単
子
、
王
猛
を
以ひ

き

ゐ
て
皇
に
居
り
」 

（
昭
公
二
二
年
経
④
）

「
単
子
、
急
を
晋
に
告
げ
ん
と
欲
し
、
秋
、
七
月
戊
寅
、
王

（
悼
王
）
を
以
ゐ
て
平
畤
に
如ゆ

き
、
遂
に
圃
車
に
如
き
、

皇
に
次や

ど

る
」（
昭
公
二
二
年
⑤
）

と
あ
り
、
後
代
の
解
釈
と
な
る
が
、
左
氏
会
箋
に
「
王
始
め
て
王

城
を
出
づ
、
故
に
経
こ
れ
を
書
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
王
城
」

を
離
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
悼
王
は
「
王
」
で
あ
る
と
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
敬
王
と
共
通
す
る
。

実
は
、
他
の
周
王
に
関
し
て
も
、

「
春
、
弭び

に
胥あ
ひ

命め
い

ず
。
夏
、
同と
も

に
王
城
を
伐
つ
。
鄭
伯
（
厲

公
）、
王
（
恵
王
）
を
将ひ

き

ゐ
て
圉
門
よ
り
入
り
、
虢
叔
、

北
門
よ
り
入
り
、
王
子
頽
と
五
大
夫
と
を
殺
す
…
…
冬
、

王
、
虢
よ
り
帰
る
」（
荘
公
二
一
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
Ⅱ
〈
王
子
頽
の
反
乱
〉
に
お
い
て
、
恵
王
を
支

持
す
る
鄭
と
虢
と
が
恵
王
を
「
王
城
」
に
帰
ら
せ
る
た
め
に
奔
走

す
る
な
ど
、「
王
城
」
の
外
に
い
て
も
「
王
」
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
る
記
事
が
あ
り
、
ま
た
、
Ⅲ
〈
王
子
帯
の
反
乱
〉
に
関
連
し

て
『
春
秋
』
に
、

「
冬
、
天
王
、
出
で
て
鄭
に
居
り
」（
僖
公
二
四
年
経
）

と
あ
る
よ
う
に
、
襄
王
は
鄭
に
い
て
も
周
王
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
こ
の
記
事
に
つ
い
て
『
左
伝
』
に
、

（
三
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「
天
子
出
づ
る
こ
と
無
し
。
書
し
て
天
王
出
で
て
鄭
に
居
り

と
曰い

ふ
は
、
母
弟
の
難
を
避
く
る
な
り
」（
僖
公
二
四
年
）

と
あ
り
、
同
年
の
『
春
秋
公
羊
伝
』
の
「
王
者
、
外
無
し
」
と
い

う
記
事
や
、
後
代
の
解
釈
な
が
ら
経
文
の
杜
注
の
「
天
子
、
天
下

を
以
て
家
と
為
す
。
故
に
在い

ま

す
所
を
居
と
称
す
。
天
子
、
外
無
し
、

し
か
る
に
出
と
書
す
る
は
、
王
、
匹
夫
の
孝
を
蔽
い
、
天
下
の
重

を
顧
み
ず
、
其
れ
母
弟
の
難
を
辟さ

く
る
に
因
り
て
、
書
し
て
出
づ

る
を
譏そ

し

る
な
り
」
と
い
う
指
摘
が
妥
当
な
ら
ば
、
あ
く
ま
で
建
前

か
も
し
れ
な
い
が
、
周
王
に
と
っ
て
は
「
外
」
が
な
い
た
め
、
中

心
的
邑
を
離
れ
て
も
周
王
た
り
え
た
こ
と
に
な
ろ
う）

25
（

。

だ
と
す
れ
ば
、
王
子
朝
の
乱
の
時
の
悼
王
や
敬
王
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ら
の
反
乱
の
時
と
同
様
に
解
釈
し
て
も
よ
さ
そ
う
だ
が
、
こ

こ
で
気
に
な
る
の
は
、
松
井
氏
が
こ
の
内
乱
に
お
け
る
周
王
の
所

在
地
を
詳
細
に
検
討
し
、
内
乱
に
関
係
す
る
地
名
を
示
し
た
上
で
、

「
そ
の
分
布
は
現
在
の
洛
陽
か
ら
鞏
県
に
か
け
て
の
範
囲
に
ほ
ぼ

収
ま
る
も
の
と
考
え
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
た
か
だ
か
五
〇

〜
六
〇
キ
ロ
程
度
の
広
が
り
し
か
も
た
な
い
彼
ら
の
行
動
圏
は
、

東
王
・
西
王
と
い
う
称
号
が
示
す
よ
う
に
、
ま
さ
に
王
室
を
二
分

し
て
争
わ
れ
た
内
乱
の
舞
台
と
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
狭
す
ぎ
る

と
の
印
象
を
禁
じ
え
な
い
」
と
指
摘
し
た
点
で
あ
る）

（（
（

。
以
前
、
私

は
齋
藤
氏
の
「『
国
』
の
広
さ
は
城
壁
の
外
の
竟
ま
で
で
あ
り
、

竟
か
ら
城
壁
ま
で
は
一
日
で
行
け
る
程
度
の
距
離
、
す
な
わ
ち
お

お
よ
そ
二
〇
〜
二
五
㎞
以
内
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
い
う
指
摘
を

も
と
に
、
君
主
の
殺
害
も
い
わ
ゆ
る
「
国
」
の
範
囲
内
で
常
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
君
主
が
君
主
と
し
て
認
め
ら
れ
る
統
治

権
の
及
ぶ
範
囲
が
「
国
」
の
範
囲
内
に
一
致
す
る
こ
と
を
見
出
し

た）
（（
（

。
松
井
氏
が
示
し
た
地
名
に
は
、
周
王
以
外
の
人
々
の
動
き
も

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
特
に
こ
こ
で
「
王
」
と
さ
れ
た
敬
王
と
王

子
朝
の
移
動
先
に
注
目
し
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
「
国
」
の
範
囲

内
に
ほ
ぼ
収
ま
る
こ
と
が
わ
か
る）

（（
（

。

つ
ま
り
、
王
子
朝
の
乱
の
時
点
で
は
、
こ
の
範
囲
こ
そ
が
周
王

た
り
え
る
空
間
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
敬
王
も
王
子
朝
も

「
王
」
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、

「〔
六
月
〕
壬
戌
、
劉
子
、
揚
に
奔
る
。
単
子
、
悼
王
を
荘

宮
に
逆む

か

へ
て
以
て
帰
る
。
王
子
還
、
夜
に
王
を
取
り
て

以
て
荘
宮
に
如
く
」（
昭
公
二
二
年
④
）

と
あ
る
よ
う
に
、
景
王
死
去
後
に
即
位
し
た
悼
王
は
、
単
子
に

よ
っ
て
「
荘
宮
」
か
ら
連
れ
出
さ
れ
た
後
、
王
子
朝
側
の
王
子
還

に
よ
っ
て
再
び
「
荘
宮
」
へ
と
連
れ
戻
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

「
春
、
王
人
、
子
朝
を
楚
に
殺
す
」（
定
公
五
年
㉘
）

と
あ
る
よ
う
に
、
王
子
朝
が
出
奔
先
の
楚
で
殺
害
さ
れ
た
後
に
、

「
冬
、
十
一
月
戊
午
、
単
子
・
劉
子
、
王
（
敬
王
）
を
慶
氏

（
三
八
）　



春
秋
時
代
の
周
王

三
九

に
逆
ふ
。
晋
の
籍
秦
、
王
を
送
る
。
己
巳
、
王
、
王
城
に

入
り
、
公
族
党
氏
に
館
し
て
、
而
る
後
に
荘
宮
に
朝

す
」（
定
公
七
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
敬
王
が
「
荘
宮
」
に
「
朝
」
し
て
い
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば）

29
（

、
こ
の
時
の
周
王
に
と
っ
て
自
身
の
存
在
の
正
統
性
を

示
す
た
め
に
は
、「
祖
先
の
霊
威
」
の
及
ぶ
範
囲
に
い
る
だ
け
で

な
く
、
荘
王
と
一
体
化
す
る
た
め
、
常
に
「
王
城
」
に
い
る
こ
と

が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
王
子

朝
の
乱
で
は
、
周
の
中
心
的
邑
と
し
て
祖
先
が
祀
ら
れ
て
い
る

「
王
城
」
へ
の
入
城
を
巡
る
争
い
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

中
心
的
邑
と
統
治
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
周
王
の
場
合

は
特
に
春
秋
後
期
に
お
い
て
、「
王
城
」
に
い
る
こ
と
が
周
王
た

る
要
件
つ
ま
り
統
治
権
の
拠
り
ど
こ
ろ
の
一
部
と
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る
が
、
諸
侯
の
場
合
、
春
秋
も
初
め
の
こ
ろ
は
、
い
わ
ゆ
る

「
国
」
内
に
い
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
も
の
の）

30
（

、
時
代
が
下
る
に

つ
れ
て
、「
国
」
の
外
で
君
主
が
殺
害
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
他

国
へ
出
奔
し
て
も
君
主
と
し
て
承
認
さ
れ
る
な
ど）

31
（

、
統
治
権
と
中

心
的
邑
と
の
結
び
つ
き
は
以
前
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
く
な
っ
て

く
る
と
い
う
違
い
が
見
出
せ
よ
う
。

こ
の
両
者
の
関
係
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
春
秋
も
初
め
の
こ
ろ

は
、
西
周
期
か
ら
の
流
れ
を
引
き
継
い
で
、
周
王
の
統
治
権
は
周

王
自
身
に
集
約
さ
れ
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
僖
公
二
四
年
に

「
天
子
出
づ
る
こ
と
無
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
い
ず
こ
へ
行
こ
う

と
も
周
王
は
周
王
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
、

諸
侯
に
関
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
国
」
の
範
囲
内
に
い
な
け
れ
ば

君
主
と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
齋
藤
氏
が
「
周

代
封
建
制
の
も
と
に
お
い
て
は
、
土
地
の
支
配
は
周
王
に
許
さ
れ

て
初
め
て
可
能
に
な
る
と
い
う
観
念
が
あ
り
、
従
っ
て
あ
る
領
国

の
土
地
支
配
は
特
定
の
族
の
み
に
ゆ
る
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
」

と
し
、「
周
代
封
建
制
と
は
、
各
諸
侯
が
、
支
配
権
の
よ
り
ど
こ

ろ
、
さ
ら
に
は
自
国
の
領
土
の
保
全
・
保
証
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
周

室
に
求
め
る
と
い
う
性
格
を
そ
の
一
面
と
し
て
持
っ
て
い
た
」
と

述
べ
る
よ
う
に）

（（
（

、
周
王
朝
の
影
響
力
が
強
く
及
ん
で
い
る
う
ち
は
、

周
王
か
ら
与
え
ら
れ
た
土
地
に
い
る
こ
と
が
、
諸
侯
た
り
う
る
要

件
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
代
が
下
り
、
周
王
朝
内
で

内
乱
が
頻
発
す
る
等
の
要
因
に
よ
っ
て
周
王
朝
の
影
響
力
が
低
下

し
て
く
る
と
、
周
王
室
か
ら
与
え
ら
れ
た
土
地
に
固
執
す
る
必
要

は
な
く
な
り）

（（
（

、「
国
」
外
に
い
て
も
君
主
た
り
得
る
よ
う
な
状
況

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
諸
侯
が
周
王
朝
か
ら
離
反
し
、

諸
侯
の
勢
力
が
増
大
し
て
く
る
と
、
松
井
氏
が
「
春
秋
期
の
周
王

は
、
も
は
や
王
領
な
い
し
は
卿
士
の
所
領
に
し
か
移
動
し
え
な

い
」
と
述
べ
る
よ
う
に）

（（
（

、
周
王
に
と
っ
て
統
治
権
の
及
ぶ
範
囲
は

（
三
九
）　
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限
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
限
ら
れ
た
自
ら
の
領
土
を
保
全
す

る
た
め
の
統
治
権
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
「
祖
先
の
霊
威
」
の
及

ぶ
範
囲
が
意
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ご
く
限
ら

れ
た
地
域
で
し
か
反
乱
は
展
開
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

な
お
、
先
ほ
ど
挙
げ
た
昭
公
二
二
年
④
や
定
公
七
年
の
記
事
に

見
え
る
、
悼
王
や
王
子
朝
亡
き
後
の
敬
王
の
よ
う
に
、
た
と
え
周

王
が
一
人
し
か
存
在
し
な
く
と
も
、「
荘
宮
」
と
は
深
い
関
わ
り

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
並
立
し
た
周
王
に
対
抗
し
て
、
自

身
の
正
統
性
を
示
す
た
め
に
荘
王
と
の
一
体
化
を
図
っ
た
と
い
う

よ
り
も
、
こ
の
時
期
つ
ま
り
春
秋
後
期
の
周
王
は
こ
の
よ
う
な
特

定
の
祖
先
と
一
体
化
す
る
こ
と
を
周
王
た
る
要
件
と
し
て
い
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
、
た
と
え
周
王
が
一
人
で
あ
っ
て

も
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
い
ず
れ
も
王
子
朝
の
反
乱
と
い
う
非
常
事

態
の
中
で
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と）

（（
（

、
ま
た
、
悼
王
・
敬
王
・
王
子

朝
以
前
や
以
後
の
周
王
に
は
こ
の
よ
う
な
場
面
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
春
秋
後
期
の
周
王
全
般
に
当
て
は
ま
る
と

ま
で
は
言
え
な
い
が
、

「〔
十
一
月
〕
癸
酉
、
王
（
敬
王
）、
成
周
に
入
る
。
甲
戌
、

襄
宮
に
盟
す
」（
昭
公
二
六
年
㉖
）

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
乱
の
最
終
的
な
勝
利
者
と
な
っ
た
敬
王
が
、

荘
王
だ
け
で
な
く
襄
王
の
存
在
も
意
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば）
36
（

、
少
な
く
と
も
春
秋
後
期
の
周
王
が
自
ら
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し

て
、
祖
先
の
存
在
を
非
常
に
重
視
し
て
い
た
こ
と
だ
け
は
指
摘
で

き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

今
回
の
検
討
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
、
こ
れ
ま
で
の

諸
侯
の
統
治
権
に
関
し
て
見
出
し
た
点
と
絡
め
て
ま
と
め
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。
春
秋
期
の
初
め
の
こ
ろ
ま
で
は
周
王
自
身
に
統

治
権
は
集
約
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
状
況
は
松
井
氏
が
西
周
期
の
王

朝
の
中
心
が
「
王
身
」
に
集
約
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
し
た
流
れ
に

沿
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
周
王
朝
の
内
部
で
反
乱
が
頻
繁

に
起
こ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
覇
者
の
台
頭
な
ど
、
諸
侯
の
力
が
増

大
し
て
く
る
と
周
王
の
統
治
権
に
も
変
化
が
現
わ
れ
て
き
た
。
周

王
自
身
に
統
治
権
が
集
約
さ
れ
て
い
る
時
に
は
、
周
王
は
ど
こ
に

い
よ
う
と
も
周
王
と
し
て
認
識
さ
れ
、「
天
子
出
づ
る
こ
と
無

し
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
周
王
の
統
治
権
は
封
建
し
た
諸
侯
国

全
域
に
及
ん
で
い
た
が
、
覇
者
な
ど
諸
侯
の
勢
力
が
増
大
し
て
く

る
と
、
周
王
の
統
治
権
が
及
ぶ
範
囲
は
限
ら
れ
て
し
ま
い
、
そ
の

統
治
権
を
維
持
す
る
た
め
、「
王
城
」
を
中
心
と
し
た
「
祖
先
の

霊
威
」
の
及
ぶ
範
囲
に
い
る
こ
と
が
周
王
た
り
え
る
条
件
と
な
っ

（
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て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
内
乱
が
起
き
た
際
に
は
、
自
ら

が
正
統
な
る
周
王
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、「
王
城
」
の
中

に
あ
る
「
宮
」
に
お
い
て
祖
先
祭
祀
を
行
い
、
特
定
の
祖
先
と
一

体
化
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
非
常
時
に
お
け
る
周
王
の
統
治
権

の
一
端
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
諸
侯
に
関
し
て
は
、
春
秋
も
初
め
の
こ
ろ
は
周
王
に
よ
る

封
建
制
度
の
影
響
力
が
強
く
、
諸
侯
の
統
治
権
に
と
っ
て
周
王
は

少
な
か
ら
ず
そ
れ
を
保
証
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
周
王

朝
内
部
で
内
乱
が
頻
発
し
て
そ
の
影
響
力
が
衰
え
て
く
る
と
、
諸

侯
の
勢
力
が
増
大
し
て
い
き
、
そ
の
た
め
、
周
王
朝
か
ら
封
建
の

際
に
与
え
ら
れ
た
「
土
」
を
中
心
と
し
た
範
囲
内
、
つ
ま
り

「
国
」
の
内
で
な
け
れ
ば
君
主
が
君
主
た
り
え
な
か
っ
た
状
況
が
、

「
国
」
を
超
え
て
も
君
主
た
り
え
る
よ
う
変
化
し
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

今
回
導
き
出
し
た
結
論
が
前
後
の
時
代
と
ど
の
よ
う
な
つ
な
が

り
が
あ
る
の
か
。
西
周
期
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
松
井
氏
の

指
摘
を
参
考
に
、
周
王
自
身
つ
ま
り
「
王
身
」
が
王
朝
の
中
心
と

し
て
、
そ
こ
に
統
治
権
が
集
約
さ
れ
て
い
る
状
況
が
引
き
続
い
て

い
た
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た）

（（
（

。
一
方
、
戦
国
期
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
戦
国
時
代
に
お
け
る
周
王
朝
の
ま
と

ま
っ
た
記
載
は
『
史
記
』
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
今
回
示
し
た
よ

う
な
統
治
権
の
及
ぶ
範
囲
が
限
定
さ
れ
て
い
る
状
況
や
、
特
定
の

祖
先
と
の
一
体
化
と
い
っ
た
点
は
残
念
な
が
ら
見
出
す
こ
と
が
で

き
な
い）

（（
（

。
た
だ
『
史
記
』
周
本
紀
に
、「
王
赧た
ん

の
時
、
東
西
周
分

か
ち
て
治
む
」
と
あ
る
よ
う
に
、
戦
国
期
に
周
王
朝
が
東
周
と
西

周
と
に
二
分
す
る
状
況
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
統

治
権
の
及
ぶ
範
囲
が
よ
り
限
定
さ
れ
た
春
秋
後
期
の
流
れ
を
汲
む

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
春
秋
末
期
か
ら
戦
国
初
期
に
か
け
て
、

韓
・
魏
・
趙
の
三
晋
や
田
斉
が
諸
侯
と
し
て
認
め
ら
れ
る
際
に
は
、

周
王
に
よ
る
承
認
を
求
め
て
お
り
、
戦
国
期
の
周
王
と
諸
侯
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
詰
め
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
春

秋
期
に
お
け
る
周
王
自
身
や
諸
侯
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
本

稿
で
の
検
討
が
方
向
性
と
し
て
は
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

註（（
）　

西
周
期
に
お
け
る
周
王
と
諸
侯
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
先
行
研

究
は
膨
大
に
あ
り
、
金
文
資
料
を
中
心
に
封
建
制
度
に
言
及
し
た

日
本
の
研
究
書
だ
け
で
も
、
伊
藤
道
治
『
中
国
古
代
王
朝
の
形
成

─
出
土
資
料
を
中
心
と
す
る
殷
周
史
の
研
究
─
』（
創
文
社
、
一
九

七
五
年
）、
松
丸
道
雄
編
『
西
周
青
銅
器
と
そ
の
国
家
』（
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
）、
伊
藤
道
治
『
中
国
古
代
国
家
の
支
配

構
造
─
西
周
封
建
制
度
と
金
文
─
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
七

年
）、
平
㔟
隆
郎
『
左
伝
の
史
料
批
判
的
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一

九
九
八
年
）
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
ま
た
、
周
王
自
身
に

（
四
一
）　
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学　

第
八
五
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第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

つ
い
て
の
研
究
書
と
し
て
は
、
松
井
嘉
德
『
周
代
国
制
の
研
究
』

（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
（
）　

春
秋
期
に
お
け
る
周
王
と
諸
侯
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
代
表
的

な
研
究
と
し
て
は
、
貝
塚
茂
樹
『
中
国
の
古
代
国
家
』（
中
央
公
論

社
、
一
九
八
四
年
。
初
出
は
同
『
貝
塚
茂
樹
著
作
集
』
第
一
巻
、

中
央
公
論
社
、
一
九
七
六
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
私
自
身
も
こ
れ

ま
で
の
統
治
権
に
関
す
る
検
討
を
通
し
て
、
春
秋
も
初
め
の
こ
ろ

は
、
周
王
か
ら
封
建
の
象
徴
と
し
て
与
え
ら
れ
た
「
器
」
が
「
君

位
」
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
（
水
野
卓

「
春
秋
時
代
に
お
け
る
統
治
権
の
変
容
─
『
器
』
の
意
味
を
中
心
と

し
て
─
」『
東
方
学
』
第
一
〇
六
輯
、
二
〇
〇
三
年
）、
春
秋
期
に

お
け
る
諸
侯
即
位
の
状
況
が
、
西
周
期
に
お
け
る
周
王
即
位
の
状

況
と
多
く
の
共
通
性
を
持
つ
こ
と
（
水
野
卓
「
春
秋
時
代
の
諸
侯

即
位
─
『
左
伝
』
に
見
え
る
「
立
」「
即
位
」「
葬
」
と
新
君
誕
生

の
認
識
と
の
関
係
か
ら
─
」『
史
学
』
第
七
八
巻
第
一
・
二
号
、
二

〇
〇
九
年
）、
君
主
の
身
体
の
検
討
を
通
し
て
、
諸
侯
が
周
の
「
宗

盟
」
に
属
す
る
一
員
で
あ
る
こ
と
（
水
野
卓
「
春
秋
時
代
に
お
け

る
諸
侯
の
身
体
─
統
治
権
と
の
関
わ
り
か
ら
─
」『
集
刊
東
洋
学
』

第
一
一
〇
号
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
3
）　

こ
の
桓
公
八
年
の
記
事
に
見
え
る
「
立
」
に
つ
い
て
は
、
水
野

前
掲
注
二
論
文
「
春
秋
時
代
の
諸
侯
即
位
」
に
お
い
て
、
新
君
が

即
位
す
る
際
に
必
要
な
「
立
」「
即
位
」「
葬
」
と
い
う
三
段
階
の

一
つ
で
、
他
者
に
よ
る
擁
立
を
意
味
す
る
最
初
の
段
階
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
周
王
自
身
で
は
な
い
が
、「
夏
四
月
、

周
公
忌
父
・
王
子
党
、
斉
の
隰
朋
に
会
し
て
晋
侯
（
恵
公
）
を
立

つ
」（
僖
公
一
〇
年
）
と
あ
る
よ
う
に
、
周
公
と
王
子
に
よ
り
諸
侯

が
「
立
」
さ
れ
て
い
る
記
事
も
あ
る
。

（
4
）　

今
回
は
周
王
に
よ
る
諸
侯
の
統
治
権
へ
の
介
入
と
い
う
こ
と
で
、

新
君
即
位
時
の
「
錫
（
賜
）
命
」
に
限
定
し
て
取
り
上
げ
て
み
た

が
、
他
に
も
、「
王
（
桓
王
）、
栄
叔
を
し
て
来
た
り
て
〔
魯
の
〕

桓
公
に
命
を
錫
は
し
む
」（
荘
公
元
年
経
）・「
王
（
景
王
）、
臣
簡

公
を
し
て
衛
に
如ゆ

き
て
弔
し
、
且
つ
襄
公
に
追
命
せ
し
め
て
曰

く
」（
昭
公
七
年
）
と
あ
る
よ
う
な
君
主
死
去
後
に
命
を
賜
う
記
事

や
、「
王
（
襄
王
）、
劉
の
定
公
を
し
て
斉
侯
（
霊
公
）
に
命
を
賜

は
し
め
て
曰
く
」（
襄
公
一
四
年
）
と
あ
る
よ
う
な
好よ
し

み
を
確
認
す

る
か
の
よ
う
な
命
な
ど
、「
錫
（
賜
）
命
」
に
も
様
々
な
種
類
が
あ

る
。

（
5
）　

貝
塚
前
掲
注
二
著
書
、
二
六
九
頁
。
齋
藤
道
子
「
春
秋
諸
侯
の

国
内
掌
握
」（『
史
学
』
第
六
二
巻
第
四
号
、
一
九
九
三
年
）、
一
一

五
頁
。

（
6
）　

本
文
で
示
し
た
記
事
以
前
の
も
の
と
し
て
、
諸
侯
に
よ
る
周
王

へ
の
謁
見
に
関
し
て
は
、
鄭
の
荘
公
が
周
の
桓
王
に
「
朝
」
し
た

事
例
（
隠
公
六
年
）
や
虢
公
と
晋
侯
（
武
公
）
が
周
の
恵
王
に

「
朝
」
し
た
事
例
（
荘
公
一
八
年
）
な
ど
が
あ
り
、
周
王
か
ら
諸
侯

へ
の
要
求
に
関
し
て
は
、「
武
氏
の
子
来
た
り
て
賻ふ

を
求
む
る
は
、

王
（
平
王
）
未
だ
葬
ら
ざ
れ
ば
な
り
」（
隠
公
三
年
）、「
春
、
天
王

（
荘
王
）、
家
父
を
し
て
来
た
り
て
車
を
求
め
し
む
る
は
、
礼
に
非

ざ
る
な
り
」（
桓
公
一
五
年
）、「
毛
伯
衛
来
た
り
て
金
を
求
む
る
は
、

礼
に
非
ざ
る
な
り
」（
文
公
九
年
）
な
ど
が
、
周
王
に
よ
る
諸
侯
の

討
伐
に
関
し
て
は
、「
曲
沃
、
王
（
桓
王
）
に
叛そ
む

く
。
秋
、
王
、
虢

公
に
命
じ
て
曲
沃
を
伐
た
し
め
て
、
哀
侯
を
翼
に
立
つ
」（
隠
公
五

年
）、「
宋
公
（
殤
公
）、
王
せ
ず
。
鄭
伯
（
荘
公
）、
王
（
桓
王
）

（
四
二
）　
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の
左
卿
士
た
り
。
王
命
を
以
て
之
を
討
じ
宋
を
伐
つ
」（
隠
公
九

年
）、「
冬
、
斉
人
・
鄭
人
、
郕
に
入
る
は
、
王
命
に
違た
が

う
を
討
ず

る
な
り
」（
隠
公
一
〇
年
）、「
王
（
桓
王
）、
鄭
伯
（
荘
公
）
の
政

を
奪
う
。
鄭
伯
朝
せ
ず
。
秋
、
王
、
諸
侯
を
以ひ
き

ゐ
て
鄭
を
伐
つ
」

（
桓
公
五
年
）、「
春
、
諸
侯
、
宋
を
伐
つ
。
斉
人
、
師
を
周
に
請
ふ
。

夏
、
単
伯
、
之
に
会
し
、
成た
い
らぎ
を
宋
に
取
り
て
還か
え

る
」（
荘
公
一
四

年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
7
）　

水
野
前
掲
注
二
論
文
「
春
秋
時
代
の
諸
侯
即
位
」「
春
秋
時
代

に
お
け
る
諸
侯
の
身
体
」
や
水
野
卓
「
春
秋
時
代
の
太
子
─
晋
の

太
子
申
生
の
事
例
を
中
心
と
し
て
─
」（『
古
代
文
化
』
第
六
五
巻

第
三
号
、
二
〇
一
三
年
）
で
は
、
僖
公
期
か
ら
文
公
期
に
か
け
、

即
位
の
状
況
や
諸
侯
の
身
体
に
対
す
る
認
識
、
太
子
の
在
り
方
な

ど
が
変
化
す
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
8
）　

覇
者
の
台
頭
及
び
「
覇
者
体
制
」
と
呼
ば
れ
る
社
会
秩
序
を
分

析
し
た
研
究
と
し
て
は
、
吉
本
道
雅
『
中
国
先
秦
史
の
研
究
』（
京

都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
9
）　
『
清
華
簡
』
の
「
繋
年
」
に
つ
い
て
は
す
で
に
数
多
く
の
先
行

研
究
が
あ
り
、
全
章
を
取
り
上
げ
た
日
本
の
研
究
に
限
っ
て
み
て

も
、
書
き
下
し
と
と
も
に
そ
の
性
格
を
分
析
し
た
浅
野
裕
一
「
史

書
と
し
て
の
清
華
簡
『
繋
年
』
の
性
格
」（
浅
野
裕
一
・
小
沢
賢
二

『
出
土
文
献
か
ら
見
た
古
史
と
儒
家
経
典
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二

年
）
や
、
主
に
伝
世
文
献
と
の
関
係
を
探
っ
た
吉
本
道
雅
「
清
華

簡
繋
年
考
」（『
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
二
号
、
二
〇

一
三
年
）
が
あ
る
。
本
文
の
書
き
下
し
は
こ
れ
ら
を
参
考
に
、
異

体
字
な
ど
を
常
用
漢
字
に
改
め
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
（0
）　

魯
の
君
主
が
封
建
の
際
に
周
王
か
ら
下
賜
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

「
宝
玉
・
大
弓
」
が
、
反
乱
を
起
こ
し
た
陽
虎
に
よ
っ
て
盗
ま
れ
る

記
述
が
、
春
秋
末
期
の
『
左
伝
』
定
公
八
年
に
見
え
る
。
水
野
前

掲
注
二
論
文
「
春
秋
時
代
に
お
け
る
統
治
権
の
変
容
」
で
は
、
こ

の
「
宝
玉
・
大
弓
」
が
魯
の
統
治
権
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
可
能

性
を
指
摘
し
て
お
り
、
反
乱
の
目
的
と
統
治
権
の
根
源
と
は
深
い

関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
（（
）　

松
井
前
掲
注
一
著
書
（
初
出
は
「
周
王
子
弟
の
封
建
─
鄭
の
始

封
・
東
遷
を
め
ぐ
っ
て
」『
史
林
』
第
七
二
巻
第
四
号
、
一
九
八
九

年
と
「
周
王
朝
の
王
畿
に
つ
い
て
」『
古
史
春
秋
』
第
六
号
、
一
九

九
〇
年
）。

（
（（
）　

水
野
前
掲
注
二
論
文
「
春
秋
時
代
の
諸
侯
即
位
」。

（
（3
）　

松
井
前
掲
注
一
著
書
、
八
一
頁

（
（4
）　

水
野
前
掲
注
二
論
文
「
春
秋
時
代
に
お
け
る
統
治
権
の
変
容
」

（
（5
）　

水
野
前
掲
注
二
論
文
「
春
秋
時
代
に
お
け
る
統
治
権
の
変
容
」

で
は
、
豊
田
久
「
周
王
朝
の
君
主
権
の
構
造
に
つ
い
て
─
『
天
命

の
膺
受
』
者
を
中
心
に
─
」（
松
丸
前
掲
注
一
著
書
に
収
録
。
初
出

は
『
東
洋
文
化
』
第
五
九
号
、
一
九
七
九
年
）
や
同
「
成
周
王
朝

の
君
主
と
そ
の
位
相
」（
水
林
彪
・
金
子
修
一
・
渡
辺
節
夫
編
『
王

権
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』〔
比
較
歴
史
学
大
系
一
〕、
弘
文
堂
、
一
九

九
八
年
）
に
示
さ
れ
た
西
周
期
の
周
王
の
即
位
儀
礼
の
検
討
か
ら
、

『
左
伝
』
に
見
え
る
「
器
」
が
天
命
の
象
徴
で
あ
る
点
を
指
摘
し
た
。

（
（6
）　

こ
こ
で
言
う
『
竹
書
紀
年
』
と
は
、
厳
密
に
は
『
春
秋
左
伝
正

義
』
昭
公
二
六
年
が
引
く
『
汲
冢
書
紀
年
』
の
こ
と
で
、
そ
こ
に

「
平
王
、
西
申
に
奔
り
て
伯
盤
を
立
て
、
以
て
大
子
と
為
す
も
、
幽

王
と
倶と

も

に
戯
に
死
せ
り
。
こ
れ
よ
り
先
、
申
侯
・
魯
侯
及
び
許
文

公
、
平
王
を
申
に
立
つ
。
も
と
大
子
た
る
の
故
を
以
て
天
王
と
称

（
四
三
）　
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す
。
幽
王
既
に
死
し
て
虢
公
翰
も
ま
た
王
子
余
臣
を
携
に
立
つ
。

周
の
二
王
並
び
立
つ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
西
周
末
期
に
お
け
る
周

王
の
並
立
を
伝
え
る
記
述
が
見
え
る
。

（
（7
）　

春
秋
期
に
起
き
た
い
く
つ
か
の
反
乱
に
お
い
て
も
、
複
数
の
周

王
が
並
び
立
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
西
王
・
東
王
と
い
う

二
人
の
周
王
の
存
在
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
王
子
朝
の

乱
が
唯
一
の
事
例
で
あ
る
。

（
（8
）　

松
井
前
掲
注
一
著
書
の
第
Ⅳ
部
第
二
章
。

（
（9
）　

水
野
前
掲
注
二
論
文
「
春
秋
時
代
の
諸
侯
即
位
」。

（
（0
）　

後
藤
均
平
「
成
周
と
王
城
」（
東
京
大
学
文
学
部
東
洋
史
学
研

究
室
内
和
田
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
編
纂
委
員
会
『
和
田
博

士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
』
講
談
社
、
一
九
六
一
年
）
や
、
同

「
王
才
成
周
考
」（『
東
洋
学
報
』
第
四
四
巻
第
四
号
、
一
九
六
二

年
）
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
成
周
」
と
「
王
城
」
に
関
す
る

同
地
説
・
両
地
説
に
つ
い
て
の
議
論
が
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。

（
（（
）　

齋
藤
道
子
「
祖
先
と
時
間
─
宗
廟
・
祭
器
に
込
め
ら
れ
た
春
秋

時
代
の
時
間
観
念
─
」（『
東
海
大
学
紀
要
文
学
部
』
第
七
七
輯
、

二
〇
〇
二
年
）、
一
八
二
・
一
八
五
・
一
八
六
頁
。

（
（（
）　

周
王
が
並
立
し
た
と
さ
れ
る
昭
公
二
三
年
の
記
事
の
翌
年
に
、

「
冬
、
十
月
癸
酉
、
王
子
朝
、
成
周
の
宝
珪
を
河
に
用
ふ
。
甲
戌
、

津
人
、
諸
を
河
上
に
得
た
り
。
陰
不
佞ね
い

、
温
人
を
以ひ
き

ゐ
て
南
侵
し
、

玉
を
得
た
る
者
を
拘と
ら

へ
て
其
の
玉
を
取
り
、
将
に
之
を
売
ら
ん
と

す
れ
ば
、
則
ち
石
た
り
。
王
定
ま
り
て
之
を
献
ず
。
之
に
東
訾し

を

与
ふ
」（
昭
公
二
四
年
⑲
）
と
い
う
、
王
子
朝
が
「
宝
珪
」
を
河
に

用
い
て
い
る
記
事
が
あ
り
、
こ
れ
は
杜
注
に
「
河
に
祈
り
て
福
を

求
む
る
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
般
的
に
は
、
黄
河
に
「
宝

珪
」
を
用
い
て
幸
い
を
求
め
た
と
解
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
そ
の

よ
う
な
解
釈
も
可
能
だ
が
、
前
年
に
王
子
朝
が
「
王
城
」
に
入
っ

て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
際
に
こ
の
「
宝
珪
」
を

持
ち
出
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
、
ま
た
敬
王
が
そ
の
「
宝

珪
」
を
返
還
し
て
き
た
者
に
対
し
て
「
東
訾
」
な
る
邑
を
与
え
る

ほ
ど
の
待
遇
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
「
宝
珪
」
と

は
敬
王
が
祖
先
祭
祀
に
用
い
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
器
」
で
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
王
子
朝

は
自
ら
の
正
統
性
を
示
す
た
め
に
、
自
ら
の
「
器
」
を
用
意
し
、

敬
王
が
用
い
て
い
た
「
器
」
た
る
「
宝
珪
」
は
河
に
用
い
て
廃
棄

し
た
と
い
う
解
釈
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
（3
）　

水
野
卓
「
春
秋
時
代
の
君
主
─
君
主
の
殺
害
・
出
奔
・
捕
虜
の

検
討
か
ら
─
」（『
史
学
』
第
七
一
巻
第
二
・
三
号
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
（4
）　

敬
王
が
い
た
と
さ
れ
る
「
狄
泉
」
に
つ
い
て
、
左
氏
会
箋
に

「
狄
泉
は
亦
た
翟
泉
と
曰
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
「
翟
泉
」
だ
と
す
れ

ば
、『
水
経
注
』
洛
水
が
引
く
『
帝
王
世
紀
』
に
「
景
王
、
翟
泉
に

葬
ら
る
」
と
あ
り
、
王
子
朝
の
乱
の
発
端
と
な
っ
た
景
王
が

「
葬
」
さ
れ
た
場
で
あ
る
と
す
る
記
述
が
見
え
る
。
先
代
の
景
王
と

関
わ
る
こ
と
で
、
敬
王
が
正
統
な
る
周
王
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー

ル
し
よ
う
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
後
代
の
史
料
で
あ
り
、

か
つ
裏
付
け
が
な
い
た
め
、
あ
く
ま
で
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
示

し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

（
（5
）　

あ
る
い
は
、
第
二
節
で
少
し
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
頃
の
周

王
と
い
う
の
は
周
王
自
身
と
と
も
に
、「
器
」
な
る
も
の
が
統
治
権

の
一
端
を
担
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
Ⅲ
〈
王
子
帯
の
反
乱
〉

（
四
四
）　
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の
時
点
で
は
、
Ⅱ
〈
王
子
頽
の
反
乱
〉
の
よ
う
に
「
宝
器
」
を
持

ち
出
す
記
述
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
周
王
と
と
も
に
「
器
」

も
移
動
し
た
た
め
、「
外
」
に
い
て
も
周
王
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
（6
）　

松
井
前
掲
注
一
著
書
、
三
〇
〇
頁
。

（
（7
）　

齋
藤
道
子
「
春
秋
時
代
の
『
国
』
─
『
国
』
空
間
の
性
質
と
そ

の
範
囲
─
」（『
東
海
大
学
紀
要
文
学
部
』
第
七
一
輯
、
一
九
九
九

年
）、
八
六
頁
。
水
野
前
掲
注
二
三
論
文
「
春
秋
時
代
の
君
主
」。

（
（8
）　
『
左
伝
』
か
ら
明
ら
か
に
「
王
」
の
移
動
先
と
わ
か
る
地
名
を

取
り
上
げ
て
み
る
と
、
敬
王
に
つ
い
て
は
、
昭
公
二
三
年
の
⑪

「
沢
邑
」
⑬
「
劉
」、
昭
公
二
六
年
の
㉔
「
渠
」「
褚
氏
」「
萑
谷
」

「
胥
靡
」「
滑
」「
郊
」「
尸
」
と
な
り
、
王
子
朝
が
「
王
」
と
さ
れ

て
か
ら
の
移
動
先
に
つ
い
て
は
、
昭
公
二
四
年
の
⑯
「
鄔
」
と
な

る
。
こ
の
な
か
で
「
沢
邑
」「
劉
」「
渠
」「
郊
」
以
外
は
松
井
前
掲

注
一
著
書
の
地
図
中
（
三
〇
二
頁
）
に
示
さ
れ
て
お
り
、
最
も
遠

い
と
思
わ
れ
る
「
滑
」
が
「
王
城
」
か
ら
お
よ
そ
四
〇
㎞
離
れ
て

い
る
以
外
は
、
ほ
ぼ
三
〇
㎞
の
範
囲
内
に
収
ま
る
こ
と
が
わ
か
る
。

地
図
に
示
さ
れ
て
い
な
い
地
名
に
つ
い
て
も
、
後
代
の
解
釈
な
が

ら
い
く
つ
か
注
釈
を
見
る
と
、「
沢
邑
」
に
関
し
て
は
、
高
士
奇

『
春
秋
地
名
考
略
』
に
「
即
ち
狄
泉
な
り
」
と
あ
り
、「
天
王
、
狄

泉
に
居
り
」（
昭
公
二
三
年
経
⑧
）
の
杜
注
に
「
今
の
洛
陽
城
内
の

大
倉
西
南
の
池
水
な
り
」
と
あ
る
。「
劉
」
に
関
し
て
は
、
隠
公
一

一
年
「
王
、
鄔
・
劉
・
蔿
・
邘
の
田
を
鄭
に
取
る
」
の
杜
注
に

「
二
邑
は
河
南
緱
氏
県
に
在
り
。
西
南
に
鄔
聚
有
り
、
西
北
に
劉
亭

有
り
」
と
あ
り
、「
渠
」
に
関
し
て
は
、『
春
秋
地
名
考
略
』
に

「
渠
は
陽
渠
な
り
」「
亦
た
之こ

れ

を
九
曲
涜
と
謂
ひ
、
河
南
鞏
県
の
西

に
在
り
、
洛
陽
に
通
ず
」
と
あ
る
。「
郊
」
に
関
し
て
は
、「
絞
、

郊
に
奔
る
」（
昭
公
一
二
年
）
の
左
氏
会
箋
に
「
郊
は
鄩
邑
と
相
ひ

近
し
」
と
あ
り
、「
癸
卯
、
郊
・
鄩
潰つ
い

ゆ
」（
昭
公
二
三
年
⑪
）
の

杜
注
に
「
河
南
鞏
県
の
西
南
に
地
の
鄩
中
と
名
づ
く
有
り
」
と
あ

る
。
こ
れ
ら
を
見
る
限
り
、
あ
く
ま
で
注
釈
に
従
え
ば
の
話
だ
が
、

い
ず
れ
も
「
王
城
」
の
近
郊
に
あ
っ
た
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

（
（9
）　

こ
の
定
公
七
年
の
記
事
で
、「
荘
宮
」
に
「
朝
」
す
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
「
荘
宮
」
に
「
入
」
と
記
さ

れ
た
記
事
に
つ
い
て
も
、
単
に
「
入
」
し
た
の
で
は
な
く
、
齋
藤

前
掲
注
二
一
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
祖
先
（
荘
王
）
と
の
一

体
化
を
目
指
す
「
朝
廟
」
の
ご
と
き
行
為
の
行
わ
れ
た
こ
と
が
、

こ
こ
か
ら
も
確
認
で
き
よ
う
。

（
30
）　

な
お
、
増
淵
龍
夫
「
春
秋
戦
国
時
代
の
社
会
と
国
家
」（『
岩
波

講
座
世
界
歴
史
四　

東
ア
ジ
ア
世
界
の
形
成
Ⅰ
』
岩
波
書
店
、
一

九
七
〇
年
）
は
、「
国
」
を
「
周
か
ら
封
建
さ
れ
た
諸
侯
の
住
む
中

心
的
邑
」（
一
四
四
頁
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
3（
）　

水
野
前
掲
注
二
三
論
文
「
春
秋
時
代
の
君
主
」
で
も
少
し
触
れ

た
が
、
例
え
ば
、
斉
の
簡
公
は
明
ら
か
に
「
国
」
の
範
囲
外
で
殺

害
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
君
主
と
し
て
殺
害
さ
れ
て
お

り
、
魯
の
昭
公
に
至
っ
て
は
出
奔
し
て
他
国
に
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
魯
の
君
主
と
さ
れ
、
別
に
君
主
が
立
て
ら
れ
て
い
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

（
3（
）　

齋
藤
前
掲
注
五
論
文
、
一
一
六
頁
。
春
秋
期
に
お
け
る
諸
侯
と

土
地
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
道
子
「
古
代
中
国
に
お
け
る

土
地
と
人
間
─
春
秋
時
代
を
中
心
に
─
」（
松
本
亮
三
編
『
時
間
と

（
四
五
）　



四
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史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

空
間
の
文
明
学
Ⅰ
─
感
じ
ら
れ
た
時
間
と
刻
ま
れ
た
時
間
─
』
花

伝
社
、
一
九
九
五
年
）
で
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
33
）　

春
秋
期
に
お
け
る
君
主
の
所
在
地
と
中
心
的
邑
と
の
関
係
で
言

え
ば
、
近
年
発
見
さ
れ
た
『
清
華
簡
』
の
「
楚
居
」
が
興
味
深
い
。

そ
こ
に
は
い
く
た
び
も
遷
都
を
繰
り
返
す
楚
国
の
状
況
が
詳
細
に

記
さ
れ
て
お
り
、「
郢
」
の
名
を
持
つ
楚
の
「
都
」
が
複
数
存
在
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
楚
に
と
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
中
心

的
邑
た
る
「
都
」
と
い
う
所
在
地
に
こ
だ
わ
り
は
な
く
、
逆
に
言

え
ば
、
周
王
朝
の
封
建
に
与
っ
た
国
々
で
は
周
王
朝
か
ら
与
え
ら

れ
た
土
地
に
い
る
こ
と
が
諸
侯
と
し
て
存
在
す
る
重
要
な
要
素
で

あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
34
）　

松
井
前
掲
注
一
著
書
、
三
〇
一
頁
。

（
35
）　

定
公
七
年
の
記
事
に
関
し
て
言
え
ば
、
す
で
に
王
子
朝
は
死
去

し
て
お
り
、
一
見
そ
の
反
乱
と
関
係
は
な
さ
そ
う
だ
が
、「
周
の
儋た
ん

翩へ
ん

、
王
子
朝
の
徒
を
率ひ
き

ゐ
、
鄭
人
に
因
り
て
将
に
以
て
乱
を
周
に

作な

さ
ん
と
す
。
鄭
、
是
に
於
い
て
か
、
馮
・
滑
・
胥
靡
・
負
黍
・

狐
人
・
闕
外
を
伐
つ
」（
定
公
六
年
）、「
冬
、
十
二
月
、
天
王
（
敬

王
）、
姑こ
い
う蕕
に
処を

る
は
、
儋
翩
の
乱
を
辟さ

く
る
な
り
」（
定
公
六

年
）
と
あ
る
よ
う
に
、
王
子
朝
の
残
党
に
よ
る
反
乱
が
起
こ
っ
た

こ
と
を
う
け
て
、
敬
王
が
姑
蕕
に
出
て
お
り
、
乱
が
落
ち
着
い
た

定
公
七
年
に
よ
う
や
く
「
王
城
」
に
戻
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る

た
め
、
広
い
意
味
で
王
子
朝
の
反
乱
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
言
え

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
36
）　

こ
の
「
襄
宮
」
に
関
し
て
も
、
齋
藤
前
掲
注
二
一
論
文
が
「
敬

王
は
『
原
型
』
で
あ
る
襄
王
の
『
写
像
』
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
襄

王
そ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
」（
一
八
一
頁
）
と
指
摘

す
る
よ
う
に
、
敬
王
は
荘
王
だ
け
で
な
く
、
襄
王
の
「
写
像
」
で

も
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
襄
王
と
の
一
体
化
を
も
求
め
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
水
野
前
掲
注
二
三
論
文
で
は
、
君
主
殺

害
の
後
に
即
位
し
た
君
主
は
祖
先
の
承
認
を
得
る
た
め
に
盟
を

行
っ
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
お
り
、
こ
の
敬
王
の
盟
も
「
襄
宮
」

と
い
う
場
か
ら
考
え
て
襄
王
も
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
く
、
少
な
く
と
も
祖
先
の
存
在
を
非
常
に
意
識
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

（
37
）　

松
井
氏
の
指
摘
を
参
考
に
す
れ
ば
、
周
王
自
身
に
統
治
権
が
集

約
さ
れ
て
い
る
と
い
う
春
秋
初
期
の
状
況
は
、
西
周
期
の
流
れ
に

沿
う
も
の
だ
が
、
た
だ
し
、
西
周
期
と
春
秋
期
と
で
は
、
周
王
朝

の
中
心
的
邑
が
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
は
注
意
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
周
が
建
国
当
初
に
天
命
を
受
け
た
地
か
ら

周
王
は
離
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、「
周
の
東
遷
」
に
よ
り
周
王
朝
に

と
っ
て
中
心
的
邑
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か

は
別
に
考
察
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て

お
き
た
い
。

（
38
）　

今
回
検
討
し
た
点
に
関
す
る
戦
国
期
の
状
況
は
見
出
し
得
な
い

が
、『
史
記
』
周
本
紀
に
は
「
哀
王
立
ち
て
三
月
、
弟
叔
、
襲
ひ
て

哀
王
を
殺
し
て
自
立
す
。
是
を
思
王
と
為
す
。
思
王
、
立
ち
て
五

月
、
少
弟
嵬か
い

、
攻
め
て
思
王
を
殺
し
て
自
立
す
。
是
を
考
王
と
為

す
。
此
の
三
王
は
皆
な
定
王
の
子
な
り
」
と
い
う
気
に
な
る
記
述

が
見
ら
れ
る
。
新
君
と
な
る
た
め
に
殺
害
が
行
わ
れ
て
い
る
点
は
、

春
秋
初
期
の
状
況
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の
だ
が
、
殺
害
し
て
新

君
と
な
っ
た
思
王
・
考
王
は
「
自
立
」
と
あ
る
よ
う
に
、
春
秋
期

に
お
け
る
新
君
誕
生
の
「
立
」
と
い
う
段
階
と
は
異
な
っ
て
い
る

（
四
六
）　
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か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、『
史
記
』
と
『
左
伝
』
の

記
述
の
違
い
は
考
慮
す
べ
き
だ
が
、
こ
の
時
点
で
周
王
の
殺
害
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
は
、
何
か
意
味
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、
こ
の
続
き
と
し
て
「
考
王
、
十
五
年
に
し
て
崩
ず
」
と
あ
る

よ
う
に
、
君
主
殺
害
を
行
っ
た
考
王
が
な
ぜ
一
五
年
も
王
位
を
保

ち
天
寿
を
全
う
で
き
た
か
な
ど
疑
問
は
つ
き
な
い
が
、
非
常
に
簡

略
な
記
事
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
以
上
の
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ

る
。
た
だ
、
西
周
期
・
春
秋
期
を
通
し
て
周
王
が
明
ら
か
に
殺
害

さ
れ
て
い
る
記
事
は
こ
こ
以
外
に
な
く
、
ま
た
こ
れ
以
後
も
見
ら

れ
な
い
よ
う
に
、
こ
の
哀
王
と
思
王
の
殺
害
が
周
王
朝
で
は
数
少

な
い
君
主
殺
害
の
事
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
記
し
て
お
き

た
い
と
思
う
。

（
四
七
）　

表　王子朝の乱における『春秋』と『左伝』の関連記事

『春秋』
番号 記事 　　　

昭公二二年
経①「夏、四月乙丑、天王崩ず」

経②「六月、叔鞅、京師に如
ゆ

き、景王を葬る」
経③「王室乱る」

経④「劉子・単子、王猛を以
ひき

ゐて皇に居り」
経⑤「秋、劉子・単子、王猛を以ゐて王城に入る」
経⑥「冬、十月、王子猛卒す」

昭公二三年
経⑦「晋人、郊を囲む」

経⑧「天王、狄泉に居
を

り。尹氏、王子朝を立つ」
経⑨「八月乙未、地震ふ」

昭公二五年
経⑩「夏、叔詣、晋の趙鞅・宋の楽大心・衛の北宮喜・鄭の游吉・曹人・邾人・滕人・薛人・小

邾人に黄父に会す」
昭公二六年

経⑪「冬十月、天王、成周に入る。尹氏・召伯・毛伯、王子朝を以て楚に奔
はし

る」
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『左伝』
番号 記事 　　　

昭公二二年
① 「王子朝・賓起、景王に寵有り。王と賓起と之を説

よろこ

び、之を立てんと欲す。劉の献公の庶子
伯蚠、単の穆公に事

つか

ふ。賓孟の人と為りを悪
にく

み、之を殺さんと願ふ。又た王子朝の言を悪
にく

みて以て乱と為し、之を去らんことを願ふ」
② 「夏、四月、王、北山に田

かり

し、公卿をして皆な従はしむ。将に単子・劉子を殺さんとす。
王、心疾有り」
「乙丑、栄錡氏に崩ず」
「戊辰、劉子摯卒す。子無し。単子、劉蚠を立つ」

③ 「五月庚辰、王に見
まみ

ゆ。遂に賓起を攻めて之を殺し、群王子に単氏に盟す」
④ 「丁巳、景王を葬る。王子朝、旧官百工の職秩を喪

うしな

ひし者と、霊・景の族とに因りて以て乱
を作

な

し、郊・要・餞の甲を帥
ひき

ゐて、以て劉子を逐
お

ふ」

「壬戌、劉子、揚に奔
はし

る。単子、悼王を荘宮に逆
むか

へて以て帰る。王子還、夜に王を取りて以
て荘宮に如

ゆ

く」

「癸亥、単子出づ。王子還、召の荘公と謀りて曰く、単旗を殺さずんば捷
か

たず。之と重ねて
盟せば必ず来たらん。盟に背きて克つ者多し、と。之に従ふ。樊頃子曰く、言に非ざるな
り。必ず克

か

たざらん、と。遂に王を奉じて以て単子を追ひ、領に及び、大いに盟して復
かえ

さ
んとし、摯荒を殺して以て説く。劉子、劉に如く。単子、亡ぐ」
「乙丑、平畤に奔る。群王子、之を追ふ。単子、還・姑・発・弱・𩱛・延・定・稠を殺す。
子朝、京に奔る」
「丙寅、之を伐つ。京人、山に奔る。劉子、王城に入る」
「辛未、鞏の簡公、京に敗績す」
「乙亥、甘の平公も亦た敗らる。叔鞅、京師より至り、王室の乱を言うなり。閔馬父曰く、
子朝必ず克たず。其の与

くみ

する所の者は、天の廃する所なり、と」
⑤ 「単子、急を晋に告げんと欲し、秋、七月戊寅、王を以

ひき

ゐて平畤に如き、遂に圃車に如き、
皇に次

やど

る。劉子、劉に如く。単子、王子処をして王城を守らしめ、百工に平宮に盟す」

「辛卯、鄩肸、皇を伐ちて大敗す。鄩肸を獲
え

たり」
「壬辰、諸を王城の市に焚く」

⑥ 「八月辛酉、司徒醜、王師を以ゐて前城に敗績す。百工叛
そむ

く」
「己巳、単氏の宮を伐ちて、敗らる」
「庚午、反りて之を伐つ」
「辛未、東圉を伐つ」

⑦ 「冬、十月丁巳、晋の籍談・荀躒、九州の戎と焦・瑕・温・原の師とを帥
ひき

ゐて、以て王を王
城に納

い

る」
「庚申、単子・劉蚠、王の師を以ゐて郊に敗績す。前城の人、陸渾を社に敗る」

⑧ 「十一月乙酉、王子猛卒す。喪を成さざるなり」
「己丑、敬王即位し、子旅氏に館す」

⑨ 「十二月庚戌、晋の籍談・荀躒・賈辛・司馬督、師を帥ゐて陰に、侯氏に、谿泉に軍し、社
に次る。王の師、氾に、解に軍し、任人に次る」
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⑩ 「閏月、晋の箕遺・楽徴・右行詭、師を済
ま

して前城を取り、其の東南に軍す。王の師、京楚
に軍す」

「辛丑、京を伐ち、其の西南を毀
こぼ

つ」
昭公二三年

⑪ 「二十三年、春、王の正月壬寅朔、二師、郊を囲む」

「癸卯、郊・鄩潰
つい

ゆ」
「丁未、晋の師、平陰に在り、王の師、沢邑に在り。王、間を告げしむ」
「庚戌、還る」

⑫ 「夏、四月乙酉、単子、訾を取り、劉子、牆人・直人を取る」
⑬ 「六月壬午、王子朝、尹に入る」
「癸未、尹圉、劉佗を誘きて之を殺す」

「丙戌、単子は阪道よりし、劉子は尹道よりして、尹を伐つ。単子先
ま

づ至りて敗らる。劉子
還る」

「己丑、召伯奐・南宮極、成周の人を以ゐて尹を戍
まも

る」

「庚寅、単子・劉子・樊斉、王を以
ひき

ゐて劉に如く」

「甲午、王子朝、王城に入り、左巷に次
やど

る」
⑭ 「秋、七月戊申、鄩羅、諸を荘宮に納る。尹辛、劉の師を唐に敗る」
「丙辰、又た諸を鄩に敗る」
「甲子、尹辛、西闈を取る」
「丙寅、蒯を攻む。蒯潰ゆ」

⑮ 「八月丁酉、南宮極震す。萇弘、劉の文公に謂ひて曰く、君、其れ之を勉めよ。先君の力済
す可きなり。周の亡ぶるや、其の三川震す。今、西王の大臣も又た震す。天、之を棄つる
なり。東王、必ず大いに克たん、と」

昭公二四年

⑯ 「春、王の正月辛丑、召の簡公・南宮嚚、甘の桓公を以
ひき

ゐて王子朝に見ゆ。劉子、萇弘に謂
ひて曰く……」
「戊午、王子朝、鄔に入る」

⑰ 「三月庚戌、晋侯、士景伯をして涖
のぞ

みて周の故を問はしむ。士伯、乾祭に立して、介衆に問
ふ。晋人、乃ち王子朝を辞して、其の使ひを納れず」

⑱ 「六月壬申、王子朝の師、瑕と杏とを攻む。皆な潰ゆ」
⑲ 「冬、十月癸酉、王子朝、成周の宝珪を河に用ふ」

「甲戌、津人、諸を河上に得たり。陰不佞、温人を以
ひき

ゐて南侵し、玉を得たる者を拘
とら

へて其
の玉を取り、将に之を売らんとすれば、則ち石たり。王定まりて之を献ず。之に東訾を与
ふ」

昭公二五年

⑳ 「夏、黄父に会するは、王室を謀るなり。趙簡子、諸侯の大夫をして王に粟を輸
いた

し、戍人を
具へしめて曰く、明年、将に王を納れんとす、と……」

㉑ 「〔冬十月〕壬申、尹文公、鞏より渉り、東訾を焚く。克
か

たず」
昭公二六年

㉒ 「四月、単子、晋に如きて急を告ぐ」
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㉓ 「五月戊午、劉人、王城の師を尸氏に敗る」
「戊辰、王城の人・劉人、施谷に戦ふ。劉の師、敗績す」

㉔ 「七月己巳、劉子、王を以て出づ」

「庚午、渠に次る。王城の人、劉を焚
や

く」
「丙子、王、褚氏に宿る」
「丁丑、王、萑谷に次る」
「庚辰、王、胥靡に入る」

「辛巳、王、滑に次る。晋の知躒・趙鞅、師を帥
ひき

ゐて王を納れんとし、女寛をして闕塞を守
らしむ」

㉕ 「冬、十月丙申、王、師を滑に起す」「辛丑、郊に在り。遂に尸に次る」
㉖ 「十一月辛酉、晋の師、鞏に克つ。召伯盈、王子朝を逐ふ。王子朝、召氏の族・毛伯得・尹

氏固・南宮嚚と、周の典籍を奉じて以て楚に奔る。陰忌、莒に奔りて以て叛く。召伯、王
を尸より逆

むか

へて、劉子・単子と盟す。遂に圉沢に軍し、隄上に次る」
「癸酉、王、成周に入る」

「甲戌、襄宮に盟す。晋の師・成公般、周を戍
まも

らしめて還る」
㉗ 「十二月癸未、王、荘宮に入る」

定公五年
㉘ 「春、王人、子朝を楚に殺す」


